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透析患者に おけ る緑茶タ ン ニ ン投与の影響
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【目的】わが国の 維持透析患者数 は年々 増加 し、こ の 患者数増加 の 要因と して は透析学の

進歩に よ り維持透析患者 の 生命予後が 向上 した こ とが挙げ られ て い るが 、

．一
方、 新たに透

析療法を導入せ ざるを えな い 未期腎不 全患者の 発生が 後を絶 たな い こ と も見逃せ な い
。 筆

者 らは慢性腎不全 の 薬物療法 の 有用性 を和漢薬 に求め 、そ の 効果、作用機序、有効成分等

に っ い て 研究を進め て きたが 、腎不全で は酸化的 ス ト レ ス 状態 に あ る こ と か ら、Cr 酸化

物の creato1 の 発見を契機 と して，　 Cr酸化機構 の 解明 に 着 手し，加え て タ ン ニ ン 含有生薬

に 抗酸 化活性 を有する こ とを明 らか に した 。
こ の よ うな タ ン ニ ン は茶葉に も多量 に含有す

る こ とか ら、 緑茶 タ ン ニ ン の 腎に対 す る作用を明 らか に した
L・t ）

。 こ の よ うな基礎研究 に

立脚 し、 本研究で は酸化亢進状態 に あ る透析患者 に投与 し、そ の 有用性 に つ い て 検討 した 。

【対象 と方法】長谷川病院通院 の 慢性［fil液透析患者50例 （男性37例 、 女性 13例）で 、平均

年齢 は50．4歳 （27〜76歳）、 平均血液透析期 間 は71．6ケ月 （5〜 183ケ 月） で あ っ た 。 慢性

腎 不全 の 原疾患 は慢性糸球体腎炎が 最 も多 く31例 で ，次い で 嚢胞腎 6 例 、 悪姓高血圧 3例、

そ の 他巣状糸 球体硬 化症 、 糖尿病性腎症 、 ネ フ ロ
ーゼ 症候 群、痛風腎な ど で 、 週 2 な い し

3 回の 血液透析を受け て い た 。 なお手根管症候群や ア ミ ロ イ ド関節症 を合併 した 場合に は

高性能膜透析を行 っ た が 、 普通は非高性能膜透析を行 っ た 。 緑茶 タ ン ニ ン は ゼ リ
ー

に 混 合

した もの を 1回 200  、 1 日 2 回投 与したが 、 患者 の 嗜好 の変化を考慮 し、
カ プ セ ル に 詰

め て 投与 した ケ
ー

ス もあ っ た 。 採血 は 1 ケ 月毎に 、 透析直前に 行 っ た 。

【結果】緑茶 タ ン ＝ ン （1 日400  ）を 6 ケ 月間用い た と こ ろ、血中 Cr、　MG レ ベ ル の 低

下 とと もに 、 MG ／Cr比の 低下を認め 、 また β、
−MG の 低 ドと …部の 患者で 関節痛 の 改善

効果を 示 し た 。

【結論】以上 の 成績は緑茶 タ ン ニ ン が 透析患者の 酸化亢 進状態を改善する可能性を示唆す

る もの で あ る
。
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